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近年，国土地理院により全国 GPS 連続観測網が整備され全国で時空間的に精度の高い地殻変動が準リアルタイ
ムで観測されている。本研究では，国土地理院によって観測された地殻変動データを用いて，移動性地殻変動の検
出を試みたので報告する。データは947 点での観測開始以来の日々の観測点座標を用いた。これらのデータには多
くのノイズ等を含んでいるため各観測点から150km 以内のデータを用いてスタッキングを行い，さらに，トレンド
モデルを適応することによりノイズを取り除いたデータを解析に用いた。以上のフィルターをかけたデータに対し
てセンブランス解析を全国的に行い移動性地殻変動の検出を試みた。 

 
 
1.はじめに 
 近年，国土地理院により全国 GPS 連続観測網が整備され全国で時空間的に精度の高い地殻変動が準リアルタ

イムで観測されている。本研究では，国土地理院によって観測された地殻変動データを用いて，移動性地殻変動の
検出を試みたので報告する。移動性地殻変動とは，土地の傾斜や伸縮が伝播する現象のことであり，実際に，東北
地方では５ヶ所の伸縮計によって歪の変化が太平洋側から日本海側へ移動したことが確認されており，変動が
N50°W の方向へ約 40km/yr の速さで伝播したと報告されている（Ishii et al. 1980）。また，南関東地方や,ペルー
の西部の傾斜変化からも確認されている。 

2.DATA 
 データは異常観測点を除いた 947 点での観測開始以来の日々の観測点座標を用いた。これらのデータにはプ

レートのカップリング，地震の影響，ノイズ等を含んでいるため最小2 乗法を用いて一次のトレンドを取り除いた
データに対して各観測点から 150km 以内のデータを用いてスタッキングを行ったデータとの観測点での変動との
差を取ることにより年周変化とノイズの除去を行った。さらに，各観測点で編集したデータに対してカルマンフィ
ルターを用いたトレンドモデルを適応することによりさらにノイズを取り除いたデータを解析に用いた。 

3.解析手法 
 移動性地殻変動を検出するために我々はフィルターをかけたデータに対して全国的に観測点を網羅するよう

にセンブランス解析を試みた。センブランス解析は選択した観測点群のトータルパワーとスタックパワーとの比で
表されるもので全く同じ地殻変動であれば1.0 に全く相関がない地殻変動では 0.0 になる特徴があるため，移動性
地殻変動の網羅的な検出には有効な手段である。本講演では全国センブランス解析を行った結果を報告する予定で
ある。 
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